



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を明ら に受けていると考えられ の ある。
他の箇所にも目を移していきたい。「雨ニモマケズ」には、
「一
日二玄米四合卜
味哨卜少シノ野菜ヲクペ」という一節があるが、
賢治は菜食主義者であ
ったことが知られている。
その
ことは、
rピヂテリアン大祭
j、ま
た、「フランドン農学校の豚
j
などの作
品によくあらわれている。次に引用するのは、「フランドン股学校の豚
j
で、
豚が殺される箇所である。
助手
が大きな小刀で豚の咽喉をザクッと刺しました。
一体この物話はあんまり哀れすぎるのだ。
菜食主義は、
他の生命を奪うことの問題に関わっている。
そのこ
とに関して、「エミール」第一節には次の様に暫 れてい 。
何うして彼の手は知覚ある生物の心臓にナイフを突きたて得
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たらうか、
何うして彼の服は殺数を眺めてゐられたらうか、
何うして彼は憐れな動物が息絶ゆるまで血を流し、
燒かれ、
切り苛まれるのを見てゐられたらうか？
全諄エミール
アルス出版
大正一四年／以
（内村賢次訳下の引用も同様）
ここでは詳しく検
討し得ないが、「エミール
j
でも
、
動物を殺す
ことの残酷さが
首われ、
菜食主義が提唱されているのである
。
「雨ニモマケズ」以外にも、
宮澤賢治の実践と、
エミールの行
動が共通する部分がある。次の引
用は、
最初に引用した第五篇の、
・「
彼はエミール其の大で全く愛はつてゐない」の直後の部分
であ
る
。
彼は常に附近を践渉し
てその拇
物學を詞ぺて
歩く。
彼は土壌
と、
その産物と、
その耕転法等を観察し、
研究する。彼の目
にする方法と既 熟知するものとを比較する。彼はその異ふ理由を発見しようと努める。若し他の方法がその地方の方法より勝ると思へば、
彼はそれを百姓に示して注意を求める。
優れた類の動 勧めれば、
自分で岡を盟いて見本を作らせる。
石灰坑を見つければ、
石灰を土に用ひる術を百姓に教へるが、
之れは彼等に珍しいこ である。
彼は往々自ら手を貸す。
百
姓は彼が自分たち もっ 築々と凡ゆる道具を使用するのを見て吃驚する。「拇物学」に関して、
賢治の作品には、
非常に多くの鉱物名、
梢物名、
地層、
化石の記述などが出てくる。賢治自
身、
婢物学の
知織がとても般かであったことが知られている。引用には「拇物年を閤ぺて歩く」とあるが、
同じく「エミール
j
第五篇には、
博物年に典味を有つて居る人で、
地面を調べて見ずに通り過
ぎ、
岩を訣いて見ずに通り過ぎ、
山を植物に氣を付け 、
また岩石の傍を化石を捜さずに通り過ぎたりするものがあるだらうか？
と「博物學に典味を有つて居る人」の行動が具体的に語られている。「岩を訣いて見ずに通り過ぎ」ることができようか、
などと
いうとこ
ろからは、「頭を出している
石
で賢治に（ハンマーで）
たたかれた のないものは
なかろう」（注5)という逸話を残
すくらい賢治が石の収集に熱心だったことが思い出されるのる
。もう一ヶ所、
賢治の姿と砥なるところがある。
大正一五年頃か
ら、
賢治は肥科設計などをはじ
め、
近隣の百
姓に股業指淳を行
なった。
先程の引用にあるとおり、
エミールもまた、百姓を指導
し、
自分も畑を耕している。更に、
エミールの「石灰を土に用ひ
る術を百姓に教へるが、
之れは彼等に珍しいことであ
る」という
ところは、
科学肥料の使用法を股民に教えた賢治を努糀とさせる
のである。
以上のことに関しては、
具体的な検討の余地を多く残している
が、
ここでは、
その影愕関係の可能性の指摘に止める。また
、
こ
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注「ルソー
j
桑原武夫編
一九八三年
山内修氏
大正 一年、
洛陽堂版の凡例に内山沢次が、
あらゆる手を益くして他の(Foxley訳以外の）謂を捜したが、lnlernationa二ばucation
Series中のWilliam
H
. 
Payneの抄祁しか
U、マ）
手にり入ませんでした
。
と密いているから、
一般には、
他の英訳は入手困穀であったと考えられ
る
。
3 
ジュニア文学名作選「凪の又三郎」肝説
一九六二年
一九七二年
ポプラ社
（岡山大学文学部三年）
岩波新む
れらの、菜食主義、
栂物学、
農業指導といったこと総てに、
この
．． 
「エミール」の彩響があったなどとは、
決して思わない。
ただ、
花巻農学校の教師でもあった賢治が、
このルソーの教育論を、
大
きな共感を持って読んだで ろうことは想像に難くない。
昭和六年、
病気の為に実践を退かざるを得なかった賢治が、
床
中にあって、
エミール 他庶な理想生活を想起しつつ、
それを、
・「
サウイフモノニ
ワタシハ
ナリタイ」と、
自身の理想や願い
にひきつけて、「雨ニモマケズ」という一辿の詩句を手帳の上に密き留めたのではなかっただろうか。
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